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Remission in the Sutra on Contemplation of Amitāyus

OGASAWARA  Ayari
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Summary 
The aim of this paper is to elucidate a framework for remission that focusses 
on the relationship between the objects of remission and the person addressed 
in the sermon. This is done by reexamining how methods of contemplation are 
classified based on remission after identifying what characterizes the objects 
of remission in the Sutra on Contemplation of Amitāyus through comparisons 
with the Six Visualization Sutras and other sutras associated with the Sutra on 
Contemplation of Amitāyus.

In this paper, I focus on the Sutra on Contemplation of Amitāyus as a Visual-
ization Sutra, even though it is usually considered as a Pure Land Sutra, because 
the framework for remission can be found by focusing on it. The reason for 
this is that the objects of remission in the Sutra on Contemplation of Amitāyus 
have been described using the same words as Visualization and Buddha’s Name 
Sutras.

 First, I investigated the objects of remission in the Six Visualization Sutras, 
which were influenced by treatises translated into Chinese prior to the 5th century. 
I also consider the objects of remission in the Sutra on Contemplation of Amitāyus 
and provide a new perspective on its structure of remission by clarifying the 
relationship between the objects of remission and the sermon’s addressee.

Consequently, I identify the principal objects of remission in the Sutra on 
Contemplation of Amitāyus, such as evil deeds and transgressions of birth and 
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death. I determined that these were influenced by Buddha’s Name Sutras, 
circulating in the western regions of China around the same time, and the Da 
zhidu lun and other works translated by Kumārajīva.

Furthermore, a structural comparison of previous studies on the Sutra on 
Contemplation of Amitāyus, with a focus on remission, shows that the sermon’s 
objects of remission might differ depending on the addressee in the various circu-
lating books and that Ānanda and Vaidehī fulfilled different functions. In other 
words, sermons addressing Ānanda were about the remission of transgressions 
of birth and death, considered to be related to the real nature of all phenomena, 
while those addressing Vaidehī were about the remission of evildoings commit-
ted by ordinary people in the real world.

The structure of the sutra clarifies these differences. However, the eight 
and ninth visualizations, which are observations directly related to Amitābha 
and occupy an important place in the first half of the sutra, are exceptions to the 
above conditions. This important issue needs to be clarified in future studies.

『観無量寿経』における滅罪について

小笠原 亜矢里
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『観無量寿経』における滅罪について

『
観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
滅
罪
に
つ
い
て

小
笠
原
亜
矢
里

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
観
無
量
寿
経
』
／
「
観
経
類
」
／
滅
罪
／
「
生
死
之
罪
」

〈
略

号
〉
大
正
蔵
経
…
大
正
新
脩
大
蔵
経

流
布
本
…
『
真
宗
聖
教
全
書
』
所
収
本

序

は
じ
め
に

『
観
無
量
寿
経
』（G

uan W
uliangshou jing 

大
正
蔵
経
十
二
巻
三
六
五
、
以
下
『
観
経
』）
は
、「
浄
土
三
部
経
」
の
一
つ

と
し
て
、
古
来
よ
り
多
く
の
釈
家
が
注
釈
を
説
い
て
き
た
経
典
で
あ
り
、
梵
語
原
典
が
不
明
と
さ
れ
る
が
、『
無
量
寿
経
』
や

『
阿
弥
陀
経
』
ま
た
、
空
思
想
と
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
も
と
に
諸
仏
現
前
三
昧
を
説
く
『
般
舟
三
昧
経
』
な
ど
の
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
、『
観
経
』
は
、
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
仏
国
土
へ
の
往
生
に
つ
い
て
説
く
「
浄
土
経
典
」
で
あ
り
な
が
ら
、
仏
（
菩
薩
）

を
観
想
す
る
こ
と
や
そ
の
得
益
を
説
く
「
観
経
類
」）

1
（

で
も
あ
り
、
同
時
代
訳
出
と
伝
え
ら
れ
る
「
六
観
経
」
と
の
間
で
相
互
関
係

が
あ
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
を
受
け
て
い
る）

2
（

。

『
観
経
』
で
は
、
そ
の
目
的
で
あ
る
仏
国
土
へ
の
往
生
の
為
の
方
法
が
い
く
つ
も
の
段
階
に
お
い
て
詳
細
に
説
か
れ
る
こ
と
に
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加
え
、
流
通
分
に
「
亦
名
浄
除
業
障
生
諸
仏
前
」
と
あ
る
よ
う
に
衆
生
の
滅
罪
も
経
典
全
体
を
通
し
て
説
か
れ
る
が
、
こ
の
衆
生

の
滅
罪
や
そ
の
具
体
的
な
方
法
は
、「
浄
土
経
典
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
観
経
類
」
な
ど
に
お
い
て
よ
く
説
か
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
観
経
』
の
滅
罪
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
『
観
経
』
周
辺
の
「
観
経
類
」
な

ど
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
先
学
ら
に
よ
る
積
極
的
な
指
摘）

3
（

を
受
け
つ
つ
も
、
未
だ
、
そ
の
相
違
に
つ
い
て

の
検
討
を
し
た
上
で
、『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
観

経
』
周
辺
の
「
六
観
経
」
な
ど
と
の
比
較
に
よ
り
『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
の
特
色
を
示
し
た
上
で
、
滅
罪
を
中
心
と
し
て
、
改

め
て
観
法
の
分
類
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
滅
罪
対
象
と
対
告
衆
と
の
関
係
を
中
心
と
す
る
滅
罪
の
枠
組
み
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
く
も
の
と
す
る）

4
（

。

一
『
観
無
量
寿
経
』
の
周
辺
と
滅
罪
思
想

（
１
）
「
六
観
経
」
と
滅
罪

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
『
観
経
』
は
「
観
経
類
」
と
し
て
も
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
同
時
代
訳
出
と

さ
れ
る
「
六
観
経
」
と
の
間
で
い
く
つ
も
の
類
似
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「（
除
滅
）
生
死
之
罪
」
な
ど

を
共
通
の
文
言
と
す
る
滅
罪
思
想
が
あ
る）

5
（

。
し
か
し
、「
六
観
経
」
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
共
通
と
さ
れ
る
編
纂
ま
た
は
訳
出
上

の
特
徴
や
思
想
背
景
、
文
言
の
使
用
な
ど
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
各
経
典
の
説
く
目
的
や
、
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る

経
典
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
滅
罪
と
い
っ
て
も
そ
の
方
法
や
対
象
、
得
益
も
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
各
経
典
に
お
け
る
滅
罪
の
方
法
と
そ
の
対
象
、
得
益
な
ど
の
主
な
特
徴
を
挙
げ
、
共
通
ま
た
は
相
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違
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

ま
ず
「
六
観
経
」
の
う
ち
の
『
観
虚
空
蔵
菩
薩
経
』
と
『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』
で
あ
る
が
、
こ
の
二
経
は
『
決
定
毘
尼

経
』
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
三
十
五
仏
を
礼
称
す
る
特
徴
を
持
ち
、
称
名
と
仏
へ
の
敬
礼
を
中
心
と
し
た
懺
悔
形
式
と
滅

罪
方
法
と
を
説
く
共
通
点
を
持
つ）

6
（

。
中
国
仏
教
に
お
け
る
懺
悔
の
行
法
・
儀
礼
な
ど
は
五
世
紀
前
後
に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
南

北
朝
を
通
じ
て
そ
の
後
大
き
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
経
典
は
、
こ
う
し
た
懺
法
や
儀
礼
に
つ
い
て
の
最
初

期
の
経
典
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る）

（
（

。

両
経
共
に
、
戒
律
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
の
滅
罪
に
加
え
、
善
男
子
善
女
人
及
び
一
切
衆
生
の
五
逆
罪
等
の
滅
罪
法）

（
（

と
、
そ
れ

に
伴
う
「
不
堕
（
三
）
悪
道
」
の
得
益
な
ど
を
説
く
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、『
観
虚
空
蔵
菩
薩
経
』
が
、
比
較
的
整
っ
た
形
で
、

戒
律
を
犯
し
た
四
部
衆
や
五
逆
罪
を
犯
し
た
善
男
子
善
女
人
の
滅
罪
と
現
世
利
益
、
更
に
破
戒
し
た
菩
薩
の
懺
悔
法
な
ど
を
説
く

の
に
対
し
、「
六
観
経
」
の
中
で
も
後
期
の
編
纂
と
思
わ
れ
る
『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』
で
は
、
経
典
中
に
も
そ
の
名
が
挙
が

る
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
影
響
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
や
や
入
り
組
ん
だ
形
で
の
滅
罪
の
対
象
や
方
法
、
得
益
な
ど
の
記
述
が
見

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
業
障
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
滅
除
対
象
と
し
て
三
障
（
業
障
・
報
障
・
煩
悩
障
）
が
繰
り
返
し
挙
げ
ら
れ

て
お
り）

9
（

、
あ
る
程
度
滅
罪
対
象
の
背
景
を
遡
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
経
典
を
含
め
た
「
六
観
経
」
は
、『
観
仏
三
昧
海
経
』
や
『
観
経
』
の
よ
う
に
、
部
分
的
と
は
い
え
、

梵
語
経
典
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
経
典
も
あ
り
つ
つ
も）

（1
（

、
概
し
て
中
国
撰
述
の
可
能
性
も
濃
厚

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
五
世
紀
以
前
に
は
既
に
漢
訳
さ
れ
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
阿
毘
曇
甘
露
味
論
』
な
ど
の
古
い

ア
ビ
ダ
ル
マ
系
の
論
書
、
ま
た
は
「
六
観
経
」
よ
り
も
少
し
前
の
時
代
に
漢
訳
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
仏
教
界
に
大
き
な
影
響
力
を

持
っ
た
と
さ
れ
る
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』
な
ど
の
影
響
を
ま
ず
は
検
討
す
べ
き
と
思
わ
れ
る）

（（
（

。

次
に
、
同
じ
く
「
六
観
経
」
内
で
懺
悔
を
強
調
す
る
経
典
と
し
て
は
、『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
経
典
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は
『
法
華
経
』「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
の
影
響
を
受
け
た
「
懺
悔
経
」
と
も
さ
れ
、
六
根
懺
悔
の
普
賢
行
を
説
く
こ
と
を
特
徴
と

す
る）

（1
（

。『
観
虚
空
蔵
菩
薩
経
』
と
同
じ
く
『
菩
薩
善
戒
経
』
由
来
と
思
わ
れ
る
在
家
の
六
重
戒
、
出
家
の
八
重
戒
が
説
か
れ
る
こ

と
を
始
め
と
し
て
、
戒
自
体
に
つ
い
て
は
、
両
経
は
系
統
的
に
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
る
が）

（1
（

、
経
典
全
体
を
通
し
て
、
大
乗
経
典
の

読
誦
を
推
奨
し
、
滅
罪
そ
の
も
の
よ
り
も
懺
悔
と
そ
の
方
法
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
滅
罪
に
よ
る
得
益
は
あ
ま
り
説

か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
滅
罪
対
象
も
諸
罪
、
諸
障
礙
、
諸
業
と
特
定
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
経
典
の
後
半
で
「
生
死
之
罪
」、
五

逆
、
謗
方
等
経
、
十
悪
な
ど
が
ま
と
め
て
「
業
障
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
経
典
に
お
い
て
も
「
閻
浮
提
人
の

三
障
」）

（1
（

が
説
か
れ
る
。

さ
ら
に
、
主
と
し
て
仏
の
相
好
観
察
と
見
仏
と
を
説
く
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
お
い
て
も
滅
罪
の
対
象
と
し
て
の
三
障
が
説
か

れ
る
が）

（1
（

、
こ
の
経
典
は
十
巻
の
長
さ
を
持
つ
経
典
で
あ
り
、
前
半
と
後
半
で
は
編
纂
時
期
や
内
容
に
や
や
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と

に
加
え
、
全
体
的
に
複
雑
な
構
造
を
持
つ
特
徴
が
あ
る
た
め
、
滅
罪
思
想
や
そ
の
対
象
に
も
や
は
り
幅
が
み
ら
れ
る）

（1
（

。

こ
の
経
典
に
お
け
る
滅
罪
方
法
は
、
経
典
の
名
が
示
す
よ
う
に
観
仏
で
あ
り
、
観
仏
に
よ
る
滅
罪
で
生
天
や
生
仏
国
土
な
ど
が

可
能
に
な
る
と
い
っ
た
得
益
が
説
か
れ
る
。
滅
罪
対
象
は
多
く
が
「
生
死
之
罪
」
と
し
て
説
か
れ
る
が
、
そ
の
示
す
も
の
は
一
様

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
観
想
品
第
三
之
四
」
に
お
け
る
釈
尊
の
相
好
観
察
に
よ
る
滅
罪
の
対
象
は
、「
無
量
百
千
重
罪
」、「
一

億
劫
生
死
之
罪
」、「
現
世
重
障
」、「
千
劫
極
重
悪
業
」
な
ど
が
説
か
れ
て
お
り
、
前
後
関
係
か
ら
も
こ
れ
ら
の
相
違
を
明
確
に
み

る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
空
思
想
に
十
二
因
縁
を
「
生
死
之
根
本
」
と
す
る
『
中
論
』
か
ら
の
引
用
か
と
思
わ
れ

る
説
も
み
ら
れ
る）

（1
（

。
こ
の
経
典
に
つ
い
て
は
、
滅
罪
に
限
ら
ず
経
典
全
体
と
し
て
『
大
智
度
論
』
の
影
響
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
随

所
に
存
在
す
る
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
お
り）

（1
（

、
他
の
「
六
観
経
」
同
様
、
羅
什
訳
の
論
書
な
ど
の
影
響
下
に

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
中
国
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
る
箇
所
も
多
く
認
め
ら
れ
、
撰
述
や
内
容
も
含
め

て
解
読
が
難
解
な
経
典
で
あ
る）

（1
（

。
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一
方
『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
は
、
弥
勒
信
仰
に
基
づ
き
、
兜
率
天
へ
の
生
天
ま
た
は
弥
勒
と
共
に
下
生
す
る
こ
と
を

説
く
経
典
で
あ
る
が
、
こ
の
経
典
で
は
滅
罪
思
想
や
懺
悔
よ
り
も
現
生
に
お
い
て
戒
を
具
足
し
善
行
を
修
め
る
こ
と
が
よ
く
説
か

れ
て
お
り
、
滅
罪
に
つ
い
て
は
、
経
典
の
後
半
部
分
で
観
想
、
称
名
、
聞
名
な
ど
に
よ
り
、
悪
業
ま
た
は
「
生
死
之
罪
」
が
滅
除

さ
れ
生
天
が
か
な
う
と
い
っ
た
得
益
が
説
か
れ
る
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
悪
業
に
関
し
て
は
、
三
障
な
ど
の
具
体
的
な
記
載
は
な

く
、「
犯
二
諸
禁
戒
一
造
二
衆
悪
業
一
」
な
ど
、
や
は
り
現
生
に
お
け
る
犯
戒
と
共
に
説
か
れ
て
い
る
。

最
後
に
『
観
経
』
で
あ
る
が
、
こ
の
経
典
は
阿
弥
陀
仏
の
仏
国
土
へ
の
往
生
を
目
的
と
し
た
経
典
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と
滅
罪

と
が
関
係
し
て
い
る）

11
（

。
滅
罪
対
象
は
『
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
と
同
じ
く
、
主
に
「
生
死
之
罪
」、
悪
業
と
い
っ
た
形
で

説
か
れ
て
い
る
が
、
他
の
「
六
観
経
」
と
は
異
な
り
、
仏
に
対
す
る
敬
礼
や
他
方
仏
の
礼
称
と
い
っ
た
儀
礼
的
な
方
法
、
ま
た
懺

悔
と
い
っ
た
教
説
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
前
半
の
十
三
観
に
お
い
て
は
観
想
を
中
心
と
し
て
、
後
半
の
三
観
に
お
い
て
は
三
福

を
修
め
る
こ
と
や
念
仏
を
中
心
と
し
た
具
体
的
な
往
生
の
方
法
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
各
要
所
で
「
生
死
之
罪
」
や

悪
業
の
滅
除
が
そ
の
条
件
と
し
て
説
か
れ
る
と
い
っ
た
他
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
あ
る
。

（
２
）
滅
罪
の
枠
組
み
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
に
「
六
観
経
」
の
滅
罪
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
典
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
点
か
ら
、
重
視
さ
れ
る
滅
罪

の
傾
向
や
そ
の
枠
組
み
な
ど
も
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
解
る
。
滅
罪
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
諸
罪
や
諸
業
と
い
っ
た
形
で
特
定
し

に
く
い
経
典
も
あ
る
が
、「
六
観
経
」
全
体
と
し
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
時
代
的
に
は
お
そ
ら
く
は
五
世
紀
以
前
に
漢
訳
さ
れ

た
論
書
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
為
、
こ
う
し
た
論
書
や
著
述
を
参
照
し
つ
つ
遡
っ
て
い
く
の
が
妥

当
な
方
法
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
経
典
群
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
、
ま
た
は
少
し
前
の
時
代
に
訳
出
さ
れ
た
と
思
わ
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れ
る
「
禅
経
類
」
や
「
仏
名
経
類
」
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
例
え
ば
滅
罪
対
象
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る

「
生
死
之
罪
」
な
ど
の
特
徴
的
な
文
言
に
関
し
て
遡
っ
て
見
て
い
く
と
、「
禅
経
類
」
な
ど
で
は
、
滅
罪
対
象
と
し
て
悪
業
や
業
障

が
説
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、「
生
死
之
罪
」
の
文
言
自
体
は
見
ら
れ
ず）

1（
（

、
一
方
「
仏
名
経
類
」、
特
に
敦
煌
出
土
の
写
本
が

確
認
さ
れ
て
い
る
「
六
観
経
」
と
訳
出
年
代
が
近
い
三
本
の
経
典
、『
千
仏
因
縁
経
』、『
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』、『
十
方
千
五
百
仏

名
経
』
に
お
い
て
は
、
滅
罪
対
象
の
多
く
が
「
生
死
之
罪
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど）

11
（

、
明
ら
か
に
違
う
系
統
の
経
典
群
の
影
響
を
受

け
て
い
る
点
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

滅
罪
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
称
名
や
聞
名
、
敬
礼
を
説
く
の
は
「
仏
名
経
類
」
の
特
徴
で
も
あ
り
、
仏
・
菩
薩
の
観
想
は
「
禅

経
類
」
の
特
徴
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
概
ね
同
様
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
滅
罪
の
得
益
に
関
し
て
は
、
経
典
の
目
的
と

関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
現
世
利
益
や
悪
道
に
落
ち
な
い
こ
と
、
生
天
や
往
生
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
に
よ
っ

て
そ
の
特
徴
が
異
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
各
経
典
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
滅
罪
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
場
合
に
は
、
共
通
し
て
影
響
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
経
典
群
や
論
書
を
参
考
に
す
る
と
同
時
に
、
経
典
の
目
的
や
訳
出
状
況
、
編
纂
背
景
な
ど
も
個
別
に
考
慮
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
観
経
』
を
は
じ
め
と
し
た
「
六
観
経
」
は
直
接
の
梵
語
原
典
等
が
見
つ
か
っ
て
い
な

い
上
に
、「
観
」
の
文
字
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
還
元
が
難
し
い
漢
訳
語
も
多
い
こ
と
な
ど
明
確
な
特
定
が
難
し
い
形
も
多
い）

11
（

。

例
え
ば
先
の
「
生
死
之
罪
」
に
つ
い
て
も
、
可
能
性
と
し
て
の
語
義
解
釈
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
て
も）

11
（

、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
典
に
お
い
て
滅
罪
と
そ
の
対
象
を
検
証
す
る
場
合
、
滅
罪
対
象
と
し
て
逐
語
的
に
定
義
付
け
る
、
ま
た
は
固
定
化
す
る
こ

と
は
適
当
な
方
法
と
は
思
わ
れ
ず
、
個
々
の
経
典
の
訳
出
又
は
、
編
纂
背
景
を
十
分
に
考
慮
し
つ
つ
取
扱
う
こ
と
が
相
応
し
い
と

思
わ
れ
る）

11
（

。

以
上
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
て
、
次
章
で
は
『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
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『観無量寿経』における滅罪について

二
『
観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
滅
罪

（
１
）
『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
対
象
に
つ
い
て

『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
の
枠
組
み
は
、
一
（
１
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
滅
罪
方
法
は
、
前
十
三
観
で
は
、
仏
国
土
と
仏
・
菩

薩
の
観
想
、
後
三
観
は
主
に
称
名
念
仏
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
得
益
は
仏
国
土
へ
の
往
生
で
あ
る
（
付
表
参
照
）。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
滅
罪
の
枠
組
み
に
限
ら
ず
、
多
く
の
観
点
か
ら
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
一
方
、
滅
罪
対
象
に
つ
い
て
焦
点

を
絞
っ
て
論
究
し
た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
一
を
も
と
に
『
観
経
』
の
滅
罪
対
象
に
つ
い
て
観
法
の
分
類
に

沿
っ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る）

11
（

。

『
観
経
』
に
お
い
て
滅
罪
の
対
象
と
さ
れ
る
文
言
は
経
典
中
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
主
に
①
罪
、
②
業
障
、
③
悪
業
と
し

て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
頻
回
に
説
か
れ
る
の
は
①
罪
で
あ
り
、
経
典
内
に
お
け
る
各
要
所
で
説
か
れ
る
滅
罪
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
韋
提
希
が
「
我
宿
二
何
罪
一
生
二
此
悪
子
一
」
と
釈
尊
に
問
い
か
け
た
「
何
罪
」
と
、
釈
尊
が
繰

り
返
し
説
く
「
生
死
之
罪
」
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
②
業
障
に
つ
い
て
は
第
十
勢
至
観
の
「
浄
除
業
障
」
及
び
、
流
通

分
で
説
か
れ
る
亦
名
「
浄
除
業
障
生
諸
仏
」
の
二
つ
が
認
め
ら
れ
、
③
悪
業
に
つ
い
て
は
、
第
六
宝
楼
観
で
除
か
れ
る
「
極
重
悪

業
」
と
下
品
三
生
の
「
愚
人
が
作
る
悪
業
」
が
滅
罪
対
象
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
（
付
表
参
照
）。

経
典
内
で
最
も
よ
く
説
か
れ
る
①
「
生
死
之
罪
」
に
関
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
敦
煌
写
本
の
存
在
す
る
「
仏
名
経
類
」

に
頻
繁
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
コ
ー
タ
ン
語
及
び
漢
訳
が
存
在
す
る
経
典
類
に
も
よ
く
似
た
表
現
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら）

11
（

、
中
央
ア
ジ
ア
で
流
布
し
て
い
た
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
滅
罪
を
説
く
「
仏
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名
経
類
」の
中
に
は
、『
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』の
よ
う
に
明
確
な
阿
弥
陀
仏
信
仰）

11
（

が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
生

死
之
罪
」
が
『
観
経
』
の
そ
れ
と
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
「
仏
名
経

類
」
の
一
つ
で
あ
る
『
千
仏
因
縁
経
』
に
お
い
て
は
、
空
思
想
が
顕
著
で
あ
る
が）

11
（

、『
観
経
』
に
お
い
て
も
、
随
所
に
空
思
想
を

説
く
と
み
ら
れ
る
教
説
が
存
在
す
る）

1（
（

。
但
し
『
大
智
度
論
』
な
ど
の
論
書
関
係
に
お
い
て
は
こ
の
文
言
自
体
は
、
直
接
は
見
ら
れ

な
い
。

ま
た
、
韋
提
希
の
問
い
で
あ
る
「
何
罪
」
に
つ
い
て
は
、
釈
尊
か
ら
の
「
仏
告
」
の
返
答
は
な
い
が
、
直
後
に
「
爾
時
世
尊
、

放
眉
間
光
」
と
説
法
が
開
始
さ
れ
る
形
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
『
観
経
』
の
教
説
全
体
に
そ
の
答
え

を
見
出
し
て
い
く
の
が
相
応
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
②
業
障
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
前
述
し
た
よ
う
に
「
六
観
経
」
と
の
関
係
か
ら
も
、
三
障
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
三
障

を
説
く
古
い
ア
ビ
ダ
ル
マ
文
献
で
あ
る
『
阿
毘
曇
甘
露
味
論
』
が
、
後
の
『
大
智
度
論
』
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
註

（
11
）
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
は
、
三
障
と
悪
業
と
は
密
接
な
関
係
を
持
つ
。

論
に
一
切
の
悪
業
を
解
脱
す
る
を
得
。
是
れ
を
名
付
け
て
「
業
障
解
脱
を
得
」
と
す
。
問
う
て
曰
く
。
若
し
三
種
の
障
り
、

煩
悩
障
、
業
障
、
報
障
に
つ
き
、
何
を
以
て
か
二
障
を
捨
て
、
但
、
業
障
の
み
を
説
く
や
。
答
え
て
曰
く
。
三
障
中
、
業
力

最
大
な
る
が
故
に
。

す
な
わ
ち
、
悪
業
と
業
障
の
関
係
を
述
べ
た
上
で
、
三
障
の
中
で
も
業
障
の
重
さ
を
説
い
て
い
る）

11
（

。『
観
経
』
に
お
い
て
も
、

亦
名
の
「
浄
除
業
障
生
諸
仏
」
が
示
す
通
り
、
他
の
二
障
で
は
な
く
業
障
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

③
の
悪
業
も
、
同
じ
く
『
大
智
度
論
』
の
十
二
因
縁
説
に
従
え
ば
以
下
の
様
に
説
か
れ
る
。

煩
惱
と
業
と
事
の
法
は
、
次
第
に
展
轉
し
相
続
し
て
生
ず
。
是
を
十
二
因
縁
と
名
づ
く
な
り
。

こ
こ
で
は
、
煩
悩
（
無
明
）
か
ら
業
（
悪
業
）
を
生
じ
、
業
力
故
に
「
輪
転
し
て
生
死
海
中
を
廻
る
」
こ
と
を
説
く
。
ま
た
、
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『観無量寿経』における滅罪について

こ
の
悪
業
の
も
と
で
あ
る
無
明
は
「
諸
法
実
相
の
観
」
に
よ
り
尽
き
る
と
さ
れ
る
。

若
し
一
心
に
諸
法
実
相
の
清
浄
な
る
を
観
察
せ
ば
、
無
明
則
ち
盡
き
る
。

『
観
経
』
に
お
け
る
悪
業
に
つ
い
て
は
、
下
品
段
に
て
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
悪

業
を
、
大
乗
の
教
え
を
謗
ら
ず
と
は
い
え
、
悪
を
行
な
い
な
が
ら
も
慚
愧
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
戒
を
毀
犯
し
て
も
慚

愧
の
な
い
も
の
、
最
終
的
に
は
五
逆
・
十
悪
を
含
む
諸
々
の
不
善
を
行
う
も
の
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
悪
業
の
場
合
は
、
具
体

的
な
行
為
が
滅
罪
の
対
象
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り）

11
（

、
そ
の
点
は
「
生
死
之
罪
」
な
ど
の
抽
象
的
な
概
念
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
対
象
は
、
実
際
に
は
下
品
下
生
の
悪
業
以
外
は
具
体
的
に
説
か
れ
て
お
ら
ず
難
解
な

も
の
も
あ
る
が
、
①
～
③
の
共
通
点
と
し
て
空
思
想
、
特
に
羅
什
訳
の
論
書
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。「
六
観
経
」
自
体
が

「
禅
経
類
」
や
「
仏
名
経
類
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
羅
什
訳
の
も
の
も
多
く
、

当
時
の
仏
教
界
に
お
け
る
羅
什
の
影
響
力
に
鑑
み
れ
ば
、『
観
経
』
編
纂
ま
た
は
訳
出
に
も
こ
れ
ら
が
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与

え
て
い
て
も
全
く
不
自
然
で
は
な
い）

11
（

。

例
え
ば
、『
観
経
』
下
品
下
生
の
、
浄
土
に
お
い
て
、
観
世
音
・
大
勢
至
菩
薩
が
、「
諸
法
実
相
」
及
び
「
除
滅
罪
法
」
を
説
く）

11
（

中
に
も
、
そ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
即
ち
、
其
の
人
の
為
に
（
諸
法
）
実
相
、
除
滅
罪
法
を
廣
説
す
。
聞
き
已
り
て
歓
喜
し
、
時
に
應
じ
て
即
ち
菩
提
の
心
を

発
さ
ん
。」

前
述
の
よ
う
に
、『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
も
、「
諸
法
実
相
」
を
観
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
明
が
尽
き
る
と
あ
り）

11
（

、
無
明
と
業

力
に
よ
る
「
生
死
輪
転
」
は
「
諸
法
実
相
」
の
観
察
に
よ
り
そ
れ
を
脱
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
は
説
く
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
類
似
の
概
念
を
思
わ
せ
る
「
生
死
之
罪
」
と
い
っ
た
文
言
や
そ
の
減
除
に
つ
い
て
は
、
直
接
説
か
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
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し
た
が
っ
て
、『
観
経
』
に
お
け
る
「
生
死
之
罪
」
に
つ
い
て
は
、
悪
業
と
は
異
な
り
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
の
困
難
な
概
念
と

捉
え
て
お
く
べ
き
で
あ
り）

11
（

、
こ
う
し
た
文
言
等
も
含
め
て
、
経
典
そ
の
も
の
に
対
す
る
論
書
類
の
影
響
も
、
あ
く
ま
で
も
語
義
解

釈
の
上
で
、
可
能
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
推
定
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
と
観
法
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

二
（
１
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
観
経
』
に
お
け
る
主
な
滅
罪
対
象
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
意
図
ま
た
は
レ
ベ

ル
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
同
一
に
扱
う
こ
と
は
適
当
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
観
法
に
沿
っ
た
滅
罪

の
枠
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
が
、
こ
の
考
察
を
す
る
に
あ
た
っ
て
の
底
本
は
、
藤
田
［
二
〇
〇
七
］
お
よ
び
、
西
川
［
二

〇
〇
〇
］
の
説）

11
（

に
従
っ
て
、
蔵
経
本
で
は
な
く
、
よ
り
古
い
形
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
流
布
本
を
使
用
す
る
。
蔵
経
本

と
流
布
本
で
は
、
末
木
［
一
九
九
二
］
や
西
川
［
二
〇
〇
〇
］
で
も
既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
対
告
衆
の
違
い
が
大
き
く
、
後
述

す
る
よ
う
に
滅
罪
解
釈
の
上
で
は
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
る
為
で
あ
る
。

ま
ず
、
経
典
内
で
説
か
れ
る
十
六
観
法
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
、

前
十
三
観
を
、
第
一
観
～
第
三
観
、
第
四
観
～
第
六
観
、
第
七
観
～
第
九
観
、
第
十
観
と
第
十
一
観
、
第
十
二
観
と
第
十
三
観
、

後
半
三
観
を
更
に
三
品
三
生
の
九
品
段
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
考
え
る
観
法
分
類
が
主
流
で
あ
り
、
更
に
仏
国
土
の
観
想
を
説
く

第
一
観
～
第
三
観
と
、
仏
・
菩
薩
の
観
想
を
説
く
第
七
観
～
第
十
三
観
と
に
分
類
さ
れ
る
（
付
表
参
照
）。

こ
の
う
ち
前
半
の
第
一
観
～
第
三
観
ま
で
と
第
四
観
～
第
六
観
ま
で
が
構
造
上
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

の
先
行
研
究
で
共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
は
⑴
「
正
観
・
邪
観
の
フ
レ
ー
ズ
」、
⑵
「
滅
罪
」、
⑶

「
対
告
衆
」）

11
（

、
⑷
「
仏
国
土
の
粗
見
」
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
後
半
は
さ
ら
に
、
華
座
と
脇
侍
を
含
め
た
仏
像
か
ら
仏
身
そ
の

も
の
を
観
想
す
る
第
七
観
～
第
九
観
と
、
脇
侍
の
二
菩
薩
の
観
想
で
あ
る
第
十
観
～
第
十
一
観
、
自
ら
の
往
生
を
観
察
す
る
と
み
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ら
れ
る
第
十
二
観
と
位
置
づ
け
が
難
し
い
と
さ
れ
る
第
十
三
観
に
分
け
ら
れ
る
が
、
最
後
の
二
観
は
、
直
接
滅
罪
に
つ
い
て
は
説

か
れ
て
い
な
い
箇
所
で
あ
る
。

主
な
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
分
類
を
行
っ
た
上
で
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
滅
罪
に
つ
い
て
は
、
⒜
前
十

三
観
は
観
想
よ
る
滅
罪
、
後
三
観
の
う
ち
下
品
に
お
い
て
は
称
名
に
よ
る
滅
罪
を
説
き
（
上
品
・
中
品
は
善
行
者
で
あ
る
か
ら
滅

罪
は
不
要
）、
⒝
観
法
に
よ
っ
て
「
生
死
之
罪
」
を
滅
除
す
る
教
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
て
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
滅
罪
の
劫
数
も
必
ず
し
も
明
快
で
は
な
い
、
そ
し
て
、
⒞
観
の
実
修
は
滅
罪
や
往
生
の
利
益
を
伴
う
も
の

も
あ
る
、
と
い
っ
た
点
を
挙
げ
て
い
る
が
、
経
典
全
体
と
し
て
滅
罪
を
重
要
な
要
素
と
し
て
注
目
し
つ
つ
も
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
本
稿
の
は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
流
布
本
に
基
づ
き
、

滅
罪
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
次
節
で
検
証
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

（
３
）
『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
と
観
法
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
第
一
観
～
第
三
観
ま
で
と
、
第
四
観
～
第
六
観
ま
で
で
指
摘
を
受
け
て
い
る
⑴

～
⑶
を
み
な
が
ら）

1（
（

、
そ
の
先
の
観
法
も
含
め
て
比
較
を
行
う
。
⑴
「
正
観
・
邪
観
の
フ
レ
ー
ズ
」
は
、
前
十
三
観
で
は
滅
罪
（
除

生
死
之
罪
ま
た
は
除
悪
業
）
を
説
い
た
後
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
フ
レ
ー
ズ
で
あ
り
、
基
本
的
に
違
和
感
は
な
い）

11
（

。
但
し
、
第
八

像
観
の
み
に
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
見
ら
れ
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
第
八
観
と
第
九
観
自
体
が
、「
禅
経
類
」
の
「
仏
像
→
真
仏
」
を

踏
襲
し
て
連
続
し
て
い
る
も
の
と
い
っ
た
理
論
が
前
提
に
あ
る
が）

11
（

、
後
述
す
る
よ
う
に
「
観
が
完
成
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
い
っ

た
面
に
お
い
て
も
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
有
無
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
後
三
観
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
見
ら
れ
な
い
。

次
に
⑵
「
滅
罪
」
で
あ
る
が
、
第
三
観
は
「
八
十
億
劫
生
死
之
罪
」
で
あ
り
、
第
六
観
は
「
無
量
億
劫
極
重
悪
業
」
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
パ
ラ
レ
ル
と
は
い
え
ど
も
滅
罪
対
象
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
生
死
之
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罪
」
と
悪
業
と
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
の
滅
罪
対
象
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
⑶
と
も
関
連
す
る
が
、
各
観
の

冒
頭
で
「
仏
告
」
と
さ
れ
る
相
手
と
、
滅
罪
に
つ
い
て
説
く
直
前
の
「
仏
告
」
の
相
手
が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
後
者
の

「
仏
告
」（
滅
罪
）
に
関
し
て
い
え
ば
、
第
三
観
は
阿
難
に
説
か
れ
た
「
生
死
之
罪
」
の
滅
罪
と
「
汝
持
仏
語
」
で
あ
り
、
第
六
観

は
阿
難
と
韋
提
希
に
説
か
れ
た
悪
業
の
滅
罪
と
「
説
除
苦
悩
法
、
汝
等
憶
持
」
で
あ
る
。

こ
の
「
仏
告
」
の
二
重
構
図
は
、
第
七
観
～
第
十
六
観
で
も
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
滅
罪
に
関
し
て
い
え
ば
、
第
七
観
は

「
仏
告
阿
難
」、
第
八
観
は
「
行
者
當
聞
」
で
あ
り
、
第
九
観
は
「
阿
難
當
知
」、
第
十
観
は
再
び
「
仏
告
阿
難
」、
第
十
一
観
は
第

十
観
と
の
連
続
と
見
做
せ
ば
、
滅
罪
対
象
が
「
生
死
之
罪
」
で
「
仏
告
阿
難
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
六
観
（
下
品
段
）
に

お
い
て
は
、
三
生
と
も
、
仏
告
は
「
阿
難
・
韋
提
希
」
で
あ
り
、「
生
死
之
罪
」
と
悪
業
の
両
方
が
滅
罪
対
象
と
し
て
説
か
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
⑶
「
対
告
衆
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
⑵
に
お
け
る
各
観
の
「
仏
告
」
の
二
重
構
造
と
も
関
係
す
る
。
第
一
観
や
第
七
観

の
最
初
の
「
仏
告
韋
提
希
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
韋
提
希
の
問
い
に
対
す
る
釈
尊
の
答
え
と
し
て
の
「
仏
告
韋
提
希
」、
す
な
わ

ち
第
一
観
に
入
る
直
前
の
「
韋
提
希
白
レ
仏
」
と
、
第
七
観
に
入
る
前
の
「
作
礼
白
レ
仏
」
へ
の
返
答
で
あ
り
、
観
法
中
で
他
に

単
独
の
「
仏
告
韋
提
希
」
は
な
く
、「
阿
難
及
韋
提
希
」
と
説
か
れ
る
場
合
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
下
品
段
を
中
心
に
具
体
的
な

「
愚
人
の
悪
業
の
滅
除
」
も
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

阿
難
の
役
割
に
つ
い
て
、
西
川
［
二
〇
〇
〇
］
で
は
、『
観
経
』
を
漢
文
資
料
と
し
て
み
た
場
合
、
文
章
構
造
的
に
、
前
十
三

観
は
、
釈
尊
が
韋
提
希
に
語
り
か
け
る
観
は
、
そ
の
後
に
「
阿
難
に
確
認
」
を
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の
経
典
の
主
要
な
部
分
に
な
る

箇
所
で
は
「
阿
難
に
対
し
て
の
み
語
り
か
け
て
い
る
」
と
い
っ
た
本
稿
と
同
様
の
構
造
的
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

「
経
典
の
主
た
る
対
象
は
、
阿
難
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」）

11
（

と
い
っ
た
結
論
を
導
い
て
い
る
。
確
か
に
本
稿
で
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
滅
罪
対
象
を
「
生
死
之
罪
」
中
心
に
見
た
場
合
、
阿
難
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
は
経
典
の
構
造
上
明
ら
か
で
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あ
る
。
し
か
し
、
経
典
全
体
を
見
た
場
合
、
亦
名
「
浄
除
業
障
生
諸
仏
前
」
に
あ
る
よ
う
に
滅
罪
は
「
生
死
之
罪
」
だ
け
で
は
な

く
韋
提
希
の
関
わ
る
悪
業
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
で
は
経
典
に
お
け
る
中
心
が
阿
難
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

更
に
「
仏
告
韋
提
希
」
の
後
の
「
仏
告
阿
難
」
の
役
割
も
、「
確
認
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
経
典
の
前
後
関
係
か
ら
み
て
も
、

前
述
し
た
よ
う
に
「
仏
告
韋
提
希
」
は
あ
く
ま
で
釈
尊
の
レ
ス
ポ
ン
ス
で
あ
り
、「
仏
告
阿
難
」
は
、
改
め
て
「
生
死
之
罪
」
と

い
っ
た
難
解
な
滅
罪
対
象
を
説
く
も
の
と
見
た
方
が
、
構
造
的
に
も
ス
ム
ー
ズ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
末
木
［
一

九
八
六
］
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
、「
伝
持
」
ま
た
は
「
補
足
的
」
と
い
っ
た
役
割）

11
（

と
も
違
う
面
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
以
上
の
よ

う
に
、
滅
罪
対
象
を
中
心
に
観
法
を
分
類
し
て
検
討
し
て
い
く
と
、
先
行
研
究
で
指
摘
を
受
け
て
い
る
点
と
は
別
の
面
で
の
滅
罪

の
構
造
、
特
に
対
告
衆
の
役
割
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
先
行
研
究
が
『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
特
有
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
い
る
い
く
つ
か
の
点
で
あ
る
が
、
⒜
に
つ
い
て
は
、

滅
罪
の
方
法
と
し
て
は
、
確
か
に
前
半
十
三
観
は
観
想
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
後
半
の
下
品
は
称
名
（
含
聞
名
）
で
あ
る
。
加
え

て
、
後
半
の
上
品
、
中
品
に
関
し
て
は
滅
罪
が
直
接
説
か
れ
て
お
ら
ず
、「
善
行
者
は
滅
罪
の
必
要
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
流
通
分
に
お
い
て
善
男
子
・
善
女
人
に
つ
い
て
も
二
菩
薩
の
聞
名
に
よ
る
「
無
量
劫
生
死
之
罪
」
の
滅
罪
が

説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
上
品
・
中
品
に
お
い
て
は
滅
罪
が
説
か
れ
な
い
別
の
理
由
が
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
⒝
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
十
六
観
の
う
ち
、「
生
死
之
罪
」
の
滅
罪
が
説
か
れ
る
箇
所
は
「
仏
告
阿
難
（
含

行
者
）」
が
伴
い
、
悪
業
の
滅
罪
が
説
か
れ
る
場
合
は
韋
提
希
に
も
説
か
れ
て
お
り
、
ラ
ン
ダ
ム
に
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
滅
罪
の
劫
数
も
、「
生
死
之
罪
」
を
見
れ
ば
、
前
十
三
観
の
場
合
、
ま
ず
は
地
想
観
（
八
十

億
）
ま
で
、
次
に
華
座
観
（
五
万
）
→
像
観
（
無
量
億
）
→
真
身
観
（
不
明
）、
観
音
観
（
無
数
）
→
勢
至
観
（
無
数
阿
僧
祇
）

が
一
連
の
観
察
と
な
り
、
無
量
・
無
数
に
つ
い
て
は
真
身
観
に
付
随
す
る
も
の
と
み
れ
ば
滅
罪
量
に
あ
ま
り
無
理
は
み
ら
れ
な
い
。

下
品
段
の
滅
罪
に
つ
い
て
は
、
中
生
と
下
生
は
第
三
観
と
同
じ
八
十
億
劫
で
あ
る
が
、
上
生
の
み
五
十
億
劫
で
あ
り
、
こ
の
部
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分
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
た
だ
、
下
品
段
の
中
で
も
上
生
は
、
悪
業
を
作
る
愚
人
で
あ
り
な
が
ら
も
滅
罪
の
後
に
は
「
行
者
」
扱

い
が
さ
れ
て
お
り
、
や
や
特
殊
な
往
生
人
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
⒞
滅
罪
の
得
益
と
往
生
で
あ
る
が
、
改
め
て
付
表
で
確
認
す
る
と
、
全
十
六
観
を
通
し
て
阿
難
ま
た
は
韋
提
希
に
滅
罪

が
説
か
れ
た
箇
所
で
は
、
往
生
や
仏
国
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
得
益
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
観
経
』
に
お
い
て

は
滅
罪
と
往
生
と
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
と
な
る
の
は
第
八
像
観
と
第
九
真
身
観
の

滅
罪
対
象
と
得
益
で
あ
る
。
第
九
真
身
観
「
無
量
寿
仏
の
観
」
で
は
何
ら
か
の
滅
罪
対
象
な
く
し
て
、「
諸
仏
前
」
に
生
ま
れ
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
も
し
第
八
観
の
「
生
死
之
罪
」
の
滅
罪
と
第
九
観
の
「
生
諸
仏
前
」
が
形
の
上
で
連
続
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

滅
罪
が
成
就
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
八
観
の
観
察
だ
け
で
も
仏
国
土
へ
の
往
生
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
八
観
は

「
正
観
・
邪
観
の
フ
レ
ー
ズ
」
も
な
く
、
得
益
は
現
身
中
の
念
仏
三
昧
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
八
観
だ
け
で
は
観

が
完
成
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
第
八
観
と
第
九
観
と
の
関
係
は
、
第
十
観
音
観
と
第
十
一
勢
至
観
が
セ
ッ
ト
で
「
観
二
観

世
音
大
勢
至
一
」
と
説
か
れ
る
形
と
は
全
く
異
な
る
点
か
ら
も
、
滅
罪
を
考
え
る
上
で
は
改
め
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

結

語

『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
、
特
に
滅
罪
対
象
に
つ
い
て
は
、
他
の
「
観
経
類
」
と
の
共
通
点
と
し
て
「
生
死
之
罪
」
や
悪
業
と

い
っ
た
文
言
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
概
念
は
主
と
し
て
当
時
の
仏
教
界
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
羅
什
訳
下
の
論
書
や
経
典
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『観無量寿経』における滅罪について

な
ど
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、『
大
智
度
論
』
な
ど
に
よ
く
説
か
れ
る
悪
業
と
は
対
照
的
に
、「
生
死
之
罪
」
に
つ
い
て
は
語

源
そ
の
も
の
の
推
定
は
難
し
く
、
中
央
ア
ジ
ア
で
流
布
し
た
と
み
ら
れ
る
滅
罪
を
説
く
「
仏
名
経
類
」
な
ど
か
ら
の
影
響
も
考
え

ら
れ
、
阿
弥
陀
仏
信
仰
と
の
関
連
か
ら
も
そ
の
点
は
指
摘
で
き
る
が
、
特
定
は
困
難
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、『
観
経
』
に
お
け
る
滅
罪
対
象
と
観
法
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
各
観
に
お
け
る
二
段
階
の
「
仏
告
」、
対
告
衆
と
滅

罪
対
象
と
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
説
か
ん
と
す
る
と
こ
ろ
が
み
え
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
経
典
の
枠
組
み
的
に
も
自

然
な
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
滅
罪
対
象
で
あ
る
「
生
死
之
罪
」
に
関
し
て
は
基
本
的
に
は
阿
難
に
、
ま

た
悪
業
の
場
合
は
阿
難
と
韋
提
希
に
説
か
れ
て
お
り
、「
生
死
之
罪
」
が
「
生
死
」
と
い
っ
た
衆
生
存
在
の
根
本
そ
の
も
の
に
関

わ
る
難
解
な
概
念
で
あ
る
の
に
対
し
、
悪
業
と
は
下
品
段
で
そ
の
内
容
が
い
ち
い
ち
具
体
的
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
愚
人
で

あ
る
衆
生
が
、
自
ら
の
具
体
的
な
行
為
と
し
て
積
む
「
現
実
的
な
悪
の
業
」
を
指
し
示
し
、
対
告
衆
に
よ
っ
て
そ
の
説
く
と
こ
ろ

の
違
い
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
観
無
量
寿
経
』
は
亦
名
「
浄
除
業
障
生
諸
仏
前
」
と
あ
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
悪
業
に
つ
い
て
の
滅
罪
も
入

念
に
説
い
て
い
る
こ
と
が
、
滅
罪
の
枠
組
み
や
観
法
の
分
類
か
ら
も
指
摘
で
き
る
が
、
第
八
像
観
と
「
観
無
量
寿
仏
」
を
説
く
第

九
真
身
観
だ
け
は
、
そ
の
滅
罪
の
枠
組
み
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
別
の
観
点
か
ら
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

註（
1
）
「
観
仏
経
典
」、「
観
仏
経
」
と
も
言
わ
れ
、
研
究
者
に
よ
っ
て
表
記
が
や
や
異
な
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
仏
（
ま
た
は
菩
薩
）
や
そ
の
仏
国

土
な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
を
説
く
一
連
の
経
典
群
を
「
観
経
類
」
と
す
る
。
な
お
、
便
宜
上
、
月
輪
賢
隆
『
仏
典
の
批
判
的
研
究
』
百
華
苑
一
九

七
一
年
（
初
出
一
九
五
三
年
）
に
倣
い
、
経
録
の
上
で
は
五
世
紀
前
後
に
中
国
で
訳
出
さ
れ
た
と
あ
る
、
六
本
の
「
観
経
類
」
を
ま
と
め
て
「
六

観
経
」
と
す
る
。
な
お
、「
六
観
経
」
と
は
、
い
ず
れ
も
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
収
蔵
さ
れ
る
以
下
の
六
経
典
を
指
す
。『
観
普
賢
菩
薩
行
法
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経
』
一
巻
（
曇
摩
蜜
多
訳
、
大
正
蔵
経
九
巻
二
七
七
）、『
観
無
量
寿
仏
経
』
一
巻
（
畺
良
耶
舍
訳
、
大
正
蔵
経
一
二
巻
三
六
五
）、『
観
虚
空
蔵
菩

薩
経
』
一
巻
（
同
上
訳
、
大
正
蔵
経
十
三
巻
四
〇
九)

、『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』
一
巻
（
畺
良
耶
舎
訳
、
大
正
蔵
経
二
十
巻
一
一
六
一
）、『
観

弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
天
経
』
一
巻
（
沮
渠
京
聲
訳
、
大
正
蔵
経
十
四
巻
四
五
二
）、『
観
仏
三
昧
海
経
』
十
巻
（
佛
駄
跋
陀
羅
訳
、
大
正
蔵
経
十
五

巻
六
四
三
）。

（
2
）
『
観
経
』
と
「
六
観
経
」
と
の
関
係
に
着
目
す
る
研
究
は
多
数
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
春
日
井
眞
也
「
観
無
量
寿
佛
經
に
於
け
る
諸
問
題
」『
仏

教
文
化
研
究
』
三
号
、
一
九
五
三
年
、 Soper, A

lexander Coburn. Literary E
vidence for E

arly Buddhist A
rt in China. A

rtibus 
A

siae supplem
entum

, 1959, 

同
前
月
輪
［
一
九
七
一
］、
藤
田
宏
達
『
観
無
量
寿
経
講
究
』
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
八
四
年
、

『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
末
木
文
美
士
「「
観
無
量
寿
経
」
研
究
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
〇
一
号
、
一
九
八

六
年
、
末
木
文
美
士
・
梶
山
雄
一
『
浄
土
仏
教
の
思
想 

第
二
巻
』
講
談
社
、
一
九
九
二
年
、
主
に
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
前
提
と
す
る
。

（
3
）
同
前
末
木
［
一
九
八
六
］、
同
前
藤
田
［
二
〇
〇
七
］
な
ど
。

（
4
）
な
お
、
本
論
に
お
い
て
使
用
す
る
底
本
は
、
藤
田
［
二
〇
〇
七
］
に
て
分
類
さ
れ
た
諸
本
表
を
参
照
と
し
、
蔵
経
本
系
で
は
『
大
正
新
脩
大
蔵

経
』、
流
布
本
系
で
は
『
真
宗
聖
教
全
書
』
所
収
本
を
利
用
す
る
。
ま
た
、『
観
経
』
訳
出
以
降
に
注
釈
さ
れ
た
釈
家
の
著
述
に
つ
い
て
は
適
宜
、

個
別
に
挙
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
5
）
畝
部
俊
英
「『
観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
称
名
思
想
―
諸
観
経
類
の
「
生
死
之
罪
」
の
文
を
中
心
と
し
て
―
」『
同
朋
大
学
論
叢
』
四
四
・
四
五

号
、
一
九
八
一
年
参
照
。

（
6
）
『
観
虚
空
蔵
菩
薩
経
』（
大
正
蔵
経
十
三
巻
）、
六
七
九
頁
上
。『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』（
大
正
蔵
経
二
十
巻
）、
六
六
四
頁
中
。

（
（
）
塩
入
良
道
「
中
国
佛
教
に
於
け
る
礼
懺
と
佛
名
経
典
」『
仏
教
思
想
史
論
集
』
大
蔵
出
版
、
一
九
六
四
年
参
照
。

（
（
）
「
若
有
人
能
至
心
敬
禮
五
十
三
佛
名
者
、
除
滅
四
重
五
逆
及
謗
方
等
意
皆
悉
清
淨
」
ま
た
「
此
陀
羅
尼
能
除
去
百
億
劫
生
死
五
逆
大
罪
。」『
観

虚
空
蔵
菩
薩
経
』（
大
正
蔵
経
十
三
巻
）、
六
七
九
頁
上
及
び
六
八
〇
頁
中
。『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』（
大
正
蔵
経
二
十
巻
）、
六
六
四
頁
上
で

も
、
ほ
ぼ
同
じ
文
言
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
）
『
観
薬
王
薬
上
二
菩
薩
経
』（
大
正
蔵
経
二
十
巻
）、
六
六
一
頁
中
及
び
六
六
五
頁
中
。

（
10
）
『
観
仏
三
昧
海
経
』
や
『
観
経
』
に
お
い
て
は
、
当
時
ま
だ
漢
訳
さ
れ
て
い
な
い
イ
ン
ド
語
の
類
似
部
分
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
撰
述
に
関

わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。N

obuyoshi Y
am

abe, “T
he Sutra on the O

cean-Like Sam
adhi of the V

isualization of the Buddha:T
he 

Interfusion of the Chinese and Indian Cultures in Central A
sia as Reflected in a Fifth Century A

pocryphal Sutra,” Ph.D
. 
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『観無量寿経』における滅罪について
D

issertation, Y
ale U

niversity, 1999.

、
お
よ
び
末
木
［
一
九
八
六
］
参
照
。

（
11
）
例
え
ば
『
阿
毘
曇
甘
露
味
論
』
に
よ
る
と
、「
煩
惱
悪
業
悪
業
報
、
是
有
三
障
。
逆
業
極
重
煩
惱
三
悪
道
報
。
是
三
事
若
一
事
不
受
聖
法
。
是

故
説
障
。」（
大
正
蔵
経
二
十
八
巻
）、
九
七
八
頁
下
、
と
あ
る
。 

こ
の
場
合
の
逆
業
と
は
五
逆
業
（
罪
）
を
表
す
。『
阿
毘
曇
甘
露
味
論
』
は
失

訳
と
さ
れ
る
が
、
す
で
に
曹
魏
の
時
代
に
は
漢
訳
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
密
接
な
関
係
と
見
做
さ
れ
る
『
阿
毘
曇
心
論
』（
法
勝

造 
僧
伽
提
婆
・
慧
遠
訳
、
大
正
蔵
経
二
十
八
巻
一
五
五
〇
）
に
お
い
て
も
同
様
に
三
障
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
田
中
教
照
「
使
品
よ
り
見
た
『
阿

毘
曇
心
論
』
の
位
置
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
十
六
巻
、
一
九
八
七
年
、
二
十
八
頁
参
照
。

『
阿
毘
曇
甘
露
味
論
』
か
ら
『
大
智
度
論
』
へ
と
つ
な
が
る
論
書
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
釈
大
田
「
大
智
度
論
と
倶
舎
論
に
及
ぼ
し
た
甘
露
味

論
の
影
響
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
十
三
巻
、
二
〇
〇
四
年
参
照
。

（
12
）
天
台
の
立
場
か
ら
は
受
戒
の
作
法
を
説
く
と
さ
れ
、
法
華
経
の
懺
悔
思
想
と
深
く
関
り
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
宮
澤
勘
次
「
法
華
経
の
懺
悔
思

想
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
十
八
巻
、
一
九
九
九
年
参
照
。

（
13
）
大
野
法
道
『
大
乗
戒
経
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
五
四
年
、
百
三
十
頁
参
照
。

（
14
）
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』（
大
正
蔵
経
九
巻
）、
三
八
六
頁
下
。

（
15
）
『
観
仏
三
昧
海
経
』（
大
正
蔵
経
十
五
巻
）、
六
五
四
頁
上
。

（
16
）
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
は
、
前
掲Soper

［1959

］、
大
南
龍
昇
「『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
三
昧
思
想
」『
仏
教
学
』
四
十

号
、
一
九
九
九
年
、 Yam
abe

［1999

］
参
照
。 

（
1（
）
「
生
縁
老
死
憂
悲
苦
惱
、
一
字
一
光
、
一
光
十
二
音
。
一
音
説
苦
空
無
常
無
我
。
一
音
演
説
十
二
因
縁
。
如
是
辟
支
佛
足
下
光
中
皆
有
是
字
。

逆
順
往
復
凡
十
二
遍
。
是
名
生
死
之
根
本
也
。」『
観
仏
三
昧
海
経
』（
大
正
蔵
経
十
五
巻
）、
六
六
四
頁
中
。

「
從
老
死
有
憂
悲
苦
惱
種
種
衆
患
。
但
有
大
苦
陰
集
。
是
故
知
凡
夫
無
智
、
起
此
生
死
諸
行
根
本
。
智
者
所
不
起
。
以
如
實
見
故
則
無
明
滅
…

〈
略
〉
…
無
明
滅
故
諸
行
亦
滅
。
以
因
滅
故
果
亦
滅
。
如
是
修
習
觀
十
二
因
縁
生
滅
智
故
是
事
滅
。」『
中
論
』（
大
正
蔵
経
三
十
巻
）、
三
十
六
頁

下
。

（
1（
）
前
掲Y

am
abe

［1999, pp.234-249

］

（
19
）
前
掲
月
輪
［
一
九
七
一
］
参
照
。

（
20
）
水
尾
現
誠
「『
観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
業
思
想
」
雲
井
昭
善
編
『
業
思
想
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
九
年
参
照
。

（
21
）
超
越
す
る
対
象
と
し
て
「
超
越
生
死
住
」、
畏
れ
る
対
象
と
し
て
「
畏
生
死
患
」
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
。『
五
門
禅
経
要
用
法
』（
大
正
蔵
経
十
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五
巻
）、
二
四
六
頁
上
。

ま
た
、
羅
什
訳
と
さ
れ
る
『
坐
禅
三
昧
経
』
に
は
「
由
汝
受
罪
不
可
稱
計
、
無
際
生
死
種
種
苦
惱
無
不
更
受
。」
と
あ
る
が
、
同
じ
く
羅
什
訳

で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
『
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』
と
は
異
な
り
、「
生
死
之
罪
」
と
い
っ
た
文
言
は
見
ら
れ
な
い
。『
坐
禅
三
昧
経
』（
大
正
蔵
経

十
四
巻
）、
二
七
六
頁
上
。

（
22
）
敦
煌
出
土
の
「
仏
名
経
類
」
に
つ
い
て
は
、
井
ノ
口
［
一
九
六
四
］
に
お
い
て
、「
仏
名
経
類
」
に
的
確
な
定
義
と
具
体
的
な
内
容
を
与
え
る

こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
中
の
分
類
の
一
つ
と
し
て
「
仏
名
の
羅
列
に
懺
悔
滅
罪
の
文
が
加
わ
っ
て
い
る
も
の
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
口
［
二
〇
一
八
］
で
は
、
敦
煌
出
土
の
写
本
と
歴
代
経
録
の
対
照
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
経
に
つ
い
て
は
『
十
方
千

五
百
仏
名
経
』
以
外
は
、
歴
代
経
録
に
も
存
在
す
る
も
の
と
し
て
名
が
挙
が
る
。

井
ノ
口
泰
淳
「
敦
煌
本
「
仏
名
經
」
の
諸
系
統
」『
東
方
学
報
』
三
五
巻
、
一
九
六
四
年
及
び
、
山
口
正
晃
「「
中
国
仏
教
」
の
確
立
と
仏
名

経
」『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
五
十
一
巻
、
二
〇
一
八
年
。

（
23
）
「
六
観
経
」
に
関
す
る
こ
う
し
た
鋭
い
指
摘
は
、
前
掲
月
輪
［
一
九
七
一
］
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
24
）
言
語
学
的
な
解
釈
か
ら
可
能
性
の
あ
る
原
語
に
遡
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
藤
堂
［
二
〇
〇
〇
］
が
あ
る
が
、
イ
ン
ド
文
化
圏
や
原
始
仏
教
に
お

け
る
「
罪
」
を
基
軸
と
し
て
、
あ
く
ま
で
漢
訳
仏
典
を
参
考
に
考
え
ら
れ
る
原
語
と
し
て
の
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
経
典

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
に
は
立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
藤
堂
俊
英
「「
生
死
之
罪
」
攷
」『
浄
土
宗
学
研
究
』
二

十
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
25
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
六
観
経
」
の
イ
ン
ド
撰
述
に
鋭
い
疑
問
を
投
げ
か
け
た
月
輪
［
一
九
七
一
］
や
、
原
始
浄
土
教
の
詳
細
な
研
究
を
ま

と
め
た
藤
田
［
二
〇
〇
七
］、
ま
た
末
木
［
一
九
八
六
］
な
ど
に
お
い
て
も
、
滅
罪
の
劫
数
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
同
時
に
説

か
れ
て
い
る
「
生
死
之
罪
」
な
ど
の
滅
罪
対
象
に
つ
い
て
は
、
重
要
性
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
可
能
性
の
あ
る
梵
語
に
還
元
を
試
み
る
、
ま
た
は
検

証
の
作
業
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
妥
当
な
形
と
思
わ
れ
る
。

（
26
）
香
川
孝
雄
「
称
名
思
想
の
形
成
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
十
一
巻
、
一
九
六
三
年
、
藤
田
宏
達
「
念
仏
と
称
名
」『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
四
号
、

一
九
八
九
年
、
小
丸
真
司
「『
観
無
量
寿
経
』
と
称
名
思
想
」『
仏
教
思
想
の
諸
問
題
：
平
川
彰
博
士
古
稀
記
念
論
集
』 

通
号
、
一
九
八
五
年
、
他
。

（
2（
）
『
観
経
』
の
観
法
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
善
導
『
觀
無
量
寿
仏
経
疏
』（
大
正
蔵
経
三
七
巻
一
七
五
三
）
を
参
照
と
す
る
。

（
2（
）
藤
田
［
二
〇
〇
七
］
一
八
六
―
一
八
九
頁
で
は
、
コ
ー
タ
ン
語
の
写
本
に
お
い
て
、「
そ
の
名
を
と
な
え
る
な
ら
ば
、
八
十
コ
ー
テ
ィ
劫
の
あ

い
だ
に
積
み
重
ね
た
一
切
の
業
の
罪
は
、
か
れ
に
と
っ
て
す
べ
て
消
滅
し
、
死
ん
で
か
ら
極
楽
に
生
を
享
け
る
。」
と
の
教
説
が
確
認
さ
れ
て
い
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『観無量寿経』における滅罪について

る
こ
と
か
ら
、
類
似
の
文
言
が
コ
ー
タ
ン
付
近
で
流
布
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
「
生
死
之
罪
」
と

い
っ
た
特
定
の
文
言
と
の
対
比
で
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
29
）
『
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』（
大
正
蔵
経
一
四
巻
）、
九
十
九
頁
上
。
阿
弥
陀
仏
の
教
説
は
、「
安
楽
世
界
」
の
記
述
な
ど
『
無
量
寿
経
』
系
の
影
響
を

受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
30
）
『
千
仏
因
縁
経
』（
大
正
蔵
経
一
四
巻
）、
七
〇
頁
下
な
ど
。

（
31
）
第
二
観
と
第
五
観
の
浄
土
と
、
中
品
上
生
来
迎
の
二
か
所
に
お
い
て
浄
土
の
水
流
や
楽
器
、
ま
た
は
菩
薩
に
よ
り
「（
演
説
）
苦
空
無
常
無
我
」

が
説
か
れ
る
。

（
32
）
「
論
一
切
悪
業
得
解
脱
。
是
名
業
障
得
解
脱
。
問
曰
。
若
三
種
障
、
煩
惱
障
業
障
報
障
。
何
以
捨
二
障
但
説
業
障
。
答
曰
。
三
障
中
業
力
最
大

故
…
〈
略
〉
…
煩
惱
業
事
法
、
次
第
展
轉
相
續
生
。
是
名
十
二
因
縁
。
是
中
無
明
愛
取
三
事
名
煩
惱
。
行
有
二
事
名
爲
業
。
餘
七
分
名
爲
體
事
…

〈
略
〉
…
若
一
心
觀
諸
法
實
相
清
淨
則
無
明
盡
。」『
大
智
度
論
』（
大
正
蔵
経
二
十
五
巻
）、
百
頁
上
─
下

（
33
）
経
典
中
で
、
他
に
悪
業
に
つ
い
て
説
か
れ
る
の
は
、
第
六
観
の
「
極
重
悪
業
」
で
あ
る
。
第
六
観
で
は
具
体
的
な
行
為
が
説
か
れ
て
い
な
い
が
、

第
一
観
に
入
る
直
前
に
「
若
仏
滅
後
諸
衆
生
等
、
濁
悪
不
善
五
苦
所
逼
。」
と
あ
り
、
第
六
観
ま
で
を
一
塊
と
捉
え
た
場
合
、
こ
の
「
濁
悪
不
善
」

が
悪
業
に
対
応
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
34
）
能
仁
［
一
九
九
三
］
で
は
、
同
じ
よ
う
に
『
観
経
』
と
『
大
智
度
論
』
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、「
念
仏
三
昧
」
及
び
称
名
念
仏
の
観
点
か
ら
、

「
禅
経
類
」
を
通
じ
た
背
景
的
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
。
能
仁
正
顕
「『
観
無
量
寿
経
』
の
念
仏
三
昧
と
そ
の
背
景
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四

十
一
巻
、
一
九
九
三
年
。

（
35
）
大
正
蔵
経
で
は
諸
法
が
無
く
「
実
相
」
と
の
み
あ
る
が
、
流
布
本
で
は
諸
法
実
相
と
な
っ
て
い
る
。「
即
爲
其
人
廣
説
實
相
除
滅
罪
法
。
聞
已

歡
喜
。
應
時
即
發
菩
提
之
心
。」（
大
正
蔵
経
十
二
巻
）、
三
四
六
頁
上
。

『
観
経
』
に
お
け
る
「
諸
法
実
相
」
の
表
現
は
、
こ
こ
で
の
み
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
藤
田 

［
一
九
七
五
］
に
よ
る
と
、『
観
経
』
に

お
け
る
「
諸
法
実
相
」
は
特
定
の
原
語
は
想
定
で
き
な
い
が
、「
す
べ
て
の
存
在
の
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
の
す
が
た
を
指
す
漢
訳
語
」
と
あ
り
、

「
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
観
経
』
の
「
諸
法
実
相
」
は
羅
什
の
訳
語
を
受
け
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。」
と
し
て
い
る
。
藤
田
宏
達
「
浄
土
教

典
に
お
け
る
法
の
用
例
」『
仏
教
に
お
け
る
法
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
五
年
、
一
五
八
─
一
五
九
頁
。
な
お
、「
諸
法
実
相
」
と
除
滅
罪
法
の

関
係
に
つ
い
て
、
梯
［
二
〇
〇
三
］
で
は
「
無
分
別
智
を
開
い
て
実
相
を
さ
と
れ
ば
、
罪
も
さ
わ
り
も
実
体
は
な
く
本
来
空
で
あ
る
と
達
観
す
る

の
で
、
即
座
に
罪
障
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
、
諸
法
実
相
を
説
く
こ
と
が
罪
を
滅
除
す
る
方
法
を
説
く
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。
梯
實
圓
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『
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
浄
土
三
部
経
Ⅱ 

観
無
量
寿
経
』
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
三
三
四
頁
。

（
36
）
『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
「
諸
法
実
相
」
と
は
、
武
田
［
二
〇
〇
五
］
に
よ
る
と
、
藤
田
［
一
九
七
五
］
同
様
、
羅
什
独
自
の
漢
語
表
現
と
し
、

そ
の
用
法
に
つ
い
て
は
「
法
性
」
と
イ
コ
ー
ル
の
関
係
と
さ
れ
る
。
武
田
浩
学
『
大
智
度
論
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
五
年
、
二
九
六

頁
。

（
3（
）
『
観
経
』
に
お
け
る
「
生
死
之
罪
」
に
つ
い
て
は
、「「
生
死
之
罪
」
と
は
途
方
も
な
く
長
い
あ
い
だ
輪
廻
を
く
り
か
え
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
罪

業
の
こ
と
」
藤
田
［
一
九
八
四
］、
一
五
一
頁
、
ま
た
は
（「
○
○
万
劫
生
死
之
罪
を
除
く
」
は
○
○
万
劫
も
の
間
生
死
に
縛
ら
れ
て
解
脱
で
き
な

い
ほ
ど
の
大
罪
を
除
去
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。」
末
木
［
一
九
九
二
］、
一
一
四
頁
、
な
ど
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
3（
）
西
川
利
文
「『
観
無
量
寿
経
』
の
構
成
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
三
九
頁 

、
藤
田

［
二
〇
〇
七
］、
二
一
二
頁
。

（
39
）
末
木
［
一
九
八
六
］
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
流
布
本
で
対
告
衆
が
欠
け
て
い
る
観
は
、
前
の
観
か
ら
の
連
続
で
あ
り
、
大
正
蔵
経
で
は
そ
れ

を
補
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
本
稿
も
そ
の
立
場
を
と
る
。

（
40
）
⑴
、
⑵
は
藤
田
［
二
〇
〇
七
］、
末
木
［
一
九
九
二
］
共
通
、
⑶
、
⑷
は
末
木
［
一
九
九
二
］
に
よ
る
。

（
41
）
⑷
の
仏
国
土
の
粗
見
は
本
稿
で
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
除
外
す
る
。

（
42
）
註
（
39
）
同
様
に
、
蔵
経
本
系
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
各
観
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
43
）
末
木
［
一
九
八
六
］、
一
九
四
頁
。

（
44
）
西
川
［
二
〇
〇
〇
］、
一
四
三
頁
。

（
45
）
末
木
［
一
九
八
六
］、
一
八
八
─
一
八
九
頁
。

（
武
蔵
野
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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『観無量寿経』における滅罪について

付 表

観 想 仏 告 滅罪対象 滅罪得益 正・邪

〈前十三観〉

1 日想観 韋提希（釈尊の回答） × × ×

2 水想観 △ × × ×

3 地想観 △

阿難「汝持仏語」 八十億劫生死之罪（観） 捨身他世 必生浄国 〇

4 宝樹観 阿難・韋提希 × × ×

5 宝池観 △ × × ×

6 宝楼観 △ 無量億劫極重悪業（想） 命終後 必生彼国 〇

（総観想） 阿難・韋提希
「説除苦悩法、汝等憶持」 住立空中尊（見無量寿仏）

（ 華座観 韋提希（釈尊の回答）

阿難 五萬劫生死之罪（想） 必定當生極楽世界 〇

（ 像観 阿難・韋提希

（行者當聞） 無量億劫生死之罪（観） 現身中得念仏三昧 ×

9 真身観 阿難・韋提希

（阿難當知） ？ 捨身他世生諸仏前 〇

10 観音観 阿難・韋提希

阿難 業障・無数劫生死之罪（観） 〇

11 勢至観 × 無数劫阿僧祇生死之罪（観） 不所胞胎常遊諸仏浄妙国土 〇

12 普観 × × × ×

13 雑想観 阿難・韋提希 × × ×

〈後三観〉

14 上品 阿難・韋提希△△ × × ×

15 中品 阿難・韋提希△△ × × ×

16 下品上生 阿難・韋提希 千劫極重悪業（聞経）愚人

五十億劫生死之罪（称名） 生宝池中 ×

中生 阿難・韋提希 諸悪業 愚人・罪人

八十億劫生死之罪（聞仏力） 生七宝池中蓮華之内 ×

下生 阿難・韋提希 悪業 愚人

八十億劫生死之罪（称名） 生極楽世界蓮華中 ×

〈流通分〉

（善男子善女人） 無量劫生死之罪（聞名） （生諸仏家）

阿難「汝好持是語」 亦名「浄除業障生諸仏前」

○記述あり △推定 ×記述なし


